
農業用ドローンの普及拡大に向けて

⾃動航⾏・複数機協調防除の実証⾵景（2018年６⽉ 於︓千葉県⾹取市）
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無人航空機について

ドローン（マルチコプター） 農薬散布⽤ヘリコプター ラジコン機

航空法の対象となる無⼈航空機の定義
⾶⾏機、回転翼航空機等であって⼈が乗る事ができないもの（ドローン、ラジコン機等）のうち、
遠隔操作⼜は⾃動操縦により⾶⾏させることができるもの（200g未満のものを除く）。

形状 特徴

回転翼

シングルローター型
• 通称「無⼈ヘリコプター」
• 農薬散布において普及しており、連続散布⾯積
は 約４ha、価格は約1,300万円。

マルチコプター型
• ドローンというと⼀般的にマルチコプターを指すことが多い。
• 操作が⽐較的容易である、低速で移動できる等の
特 徴から、活⽤の場が広がっている。

固定翼型
• 広範囲の作物監視など、⻑距離運⽤に活⽤される。
• ローターを搭載していないため、離陸には滑⾛路が必要

。
• 滞空時間は１時間以上。

無⼈航空機の⽐較
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農薬散布

薄← 葉 ⾊ → 濃
(不良 ⽣育状況 良）

⽔稲の葉⾊マップ例

⽣育状況センシング

病害⾍管理 ⿃獣害対策

スピードスプレイヤーによる
防除が困難な急傾斜園地に対応

スピードスプレーヤー防除が困難な急傾斜の果樹栽培において、ドローンを活⽤した
病害⾍の発⽣状況のセンシング及び農薬散布技術を開発中。ドローンによる果樹の
薬剤散布は従来の散布時間を⼤幅に削減できると期待されている。

センシング技術により病害⾍発⽣
状況を把握・予測

国内で⽔稲を中⼼に
約2.7万haでドローン
による農薬散布が実施
（平成30年度速報
値）。

今後、平地の⼟地利
⽤型農業だけでなく、
中⼭間地、狭⼩な園
地等での利⽤拡⼤も
期待。

ドローンに搭載した特殊カメラによって⽔稲の⽣育状況をセンシング（⼀部企業でサービ
ス開始済）。追肥の判断やほ場間の⽣育状況⽐較、収量予測等に役⽴てることがで
きる。

空撮技術や⾚外線カメラ等の画像解析技術により、シカ、イノシシ等の⽣息状
況の把握を実証中。AIによる⿃獣の⾃動認証技術と⾃動⾶⾏ドローンを活⽤
した追い払い技術や捕獲場所の⾒回り等を開発中。

⼤型野⽣⿃獣⽣息域の把握 ⿃獣追い払い

カメラ

ドローンに⾚外線サーモカメラを搭載し夜
間⾶⾏で撮影したシカ（午前0時）

農業分野におけるドローンの利活⽤に向けた取組
○農林⽔産業の現場では、農薬散布や作物の⽣育状況のセンシングなど様々な⽬的でドローンの利活⽤が進んでいる。特に

零細ほ場や傾斜地など、⽇本の農業が抱える課題に対応し、作業効率性を⾼めると期待されている。
○ さらなる利活⽤促進に向けて、ドローンを活⽤した技術開発を進めているところ。

センシングにより、広範囲を監視し、⿃獣の
侵⼊を感知。後追い等を実施。

獣道を可視化し、効果
的な駆除・捕獲に役⽴てる

可 視
化

●⽣育不良のところだけ ピ
ンポイントで施肥を⾏え
ば、⽣育のムラがなくなる
とともに、施肥コストが削
減。

●⽣育状況をデータ化 する
ことで、翌年以降の⼟ 作
り等に活⽤できる。

●これまで⽬視外だった
果樹の上部の様⼦を把
握できる。

●運転技術を要する急
傾斜地でのドローンの利
⽤は、⾃動航⾏技術を
⽤いた普及を⽬指してい
るところ。
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ドローンや衛星によるセンシングを活⽤した⽔稲の適期収穫
農研機構、⻘森県など

データ共有による効率的な施設利⽤

○ドローンや衛星によるセンシングを活⽤して、地域に
おける⽔稲の収穫適期を予測するシステムを実装中

〇 同時に「タンパクマップ」や「⼟壌の腐植マップ」等によ
りほ場毎の施肥設計や作付計画作成を⽀援

システム概要

システムの導⼊メリット

○市町村範囲の広域な⾶⾏により地域における⽔稲の
収穫適期を事前に把握できることで、作物の品質が向上し
、乾燥調製施設等の効率的な利⽤が可能

○タンパクマップ等を活⽤して、ほ場単位できめ細やかに
次年度の施肥設計が可能

成熟期（ ⽉
⽇）

17 18 199/13以前 14 15 16
20 21以降

←早い 遅い→

ほ場の収穫適期マップ

内閣府 戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ） 「次世代農林⽔産業創造技術」において実装

農業分野におけるドローン活⽤の事例 ⽣育状況把握

⻘森で実運⽤開始
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○ ドローンとマルチスペクトルカメラによる⽣育診断
技術を導⼊

取組概要

○ 栽培中の⽣育の変 化 を 観察

導⼊メリット
○ ⽣育ムラの発⾒や、そのムラの原因を特定。原因⼯程を改善して⽣育を均 ⼀ 化
○ 次年度以降の収量や⾷味値の向上、栽培の均⼀化を図るツールとして利⽤
○ 得た情報から地域内の栽培品⽬、栽培⽅法の最適化を ⾏い、戦略的な⽔⽥農業の構築に活

⽤

農業分野におけるドローン活⽤の事例

⽣育が
均⼀化

平成29年7⽉ 平成30年7⽉
マルチスペクトル⽣育診断結果（⾚⾊が⽣育不良箇所）

と勘に頼るものが多く、⽶の品質向上のために情報を
活⽤できる形に置き換えたかった

ドローンを活⽤したマルチスペクトル⽣育診断による⽶の品質向上
つじ農園（三重県津市）

導⼊経緯
○⽔⽥を集 約 化 して稲作を⾏うあたり、⼟地ごとの

⽣育特性や作物の⽣育診断はベテラン農家の経験

⽣育状況把握
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ングにより、「ほ場のバラつき」をマップ化
○データから可変施肥設計を⾏ない、可変の

基肥・追肥を実施

導⼊メリット
○圃場の可視化による栽培の効率化、農

機とのデータ連動による省 ⼒ 化
○可変施肥による必要最⼩限の肥料での
最⼤の収量と品質の向上

ファームアイ(株)のリモートセンシング
基本料⾦︓15万円（10haまで）、以降＋1.5万円／ha

薄← 葉⾊ →濃
(不良 ⽣育状況 良）

農業分野におけるドローン活⽤の事例

ほ場の低層リモートセンシングに基づく可変施肥技術の開発
ファームアイ

⽔稲の葉⾊マップ例
取組概要

⃝ ドローンに搭載したNDVIカメラからのセンシ

⽣育状況把握
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○ 外部委託によるリモートセンシング
○ 外部委託による病害⾍防除（籾枯細菌病対策）

導⼊メリット

取組概要

○イネの葉⾊から⼟壌肥沃度を推定し、ほ場の地⼒ムラ
がわかる

○計測、解析、資料提供及び営農管理システムへのアッ
プロードを外部委託し、翌年の⼟づくりや元肥に活⽤

農業分野におけるドローン活⽤の事例

ほ場管理画⾯

ドローンによる農薬散布の様⼦

センシングデータを
アップロード

営農管理システム、ドローンの導⼊による作業の効 率 化 、技術の⾼位平準化
(有)⽥中農場（⿃取県 ⼋頭町）

導⼊経緯
○ほ場が550筆程あり、作業の効率化やほ場間違いを防

ぐために、平成２９年度に営農管理システムを導⼊
○ 平成２９年度より、外部委託によるドローン活⽤を開始

⽣育状況把握 農薬散布
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農業分野におけるドローン活⽤の事例

○ オペレーターが集落営農に興味を⽰し、次代の後継者につながる⼈材を確保 ⽔稲防除薬剤散布作業

農薬散布⽤ドローンの導⼊による集落単位での⽔稲共同防除の実践
阿井地区集落営農組織等連携検討委員会（島根県 奥出雲町）

導⼊経緯
○4農事組合法⼈、3集落営農組織、1集落で協定を結び、委員会を設⽴
○H29年、アンケート調査により防除作業の軽減の要望が⼤きいことが判明

し、その実現に向けた集落ビジョンを作成
農薬をタンクに注⼊作業

取組概要
○Ｈ30年、県単事業、中⼭間地域等直接⽀払制度を活⽤し、農薬散布

⽤ドローンを2機導⼊、防除チームを結成
○ 農家⼦弟を含む8名の若⼿（20〜60代）をオペレーターとして育成
○ 平成30年7〜8⽉に延べ120haの防除を実施

防除前の試運転

導⼊メリット
○従来は各農家が実施していた動⼒散布機による防除作業をドローン防除

チームが担うことにより、農家の負担が軽減
○ 2機のチーム編成により、出穂期及び穂揃期の適期防除が可能に

農薬散布
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○ ⽔稲の航空防除⽤に農薬散布⽤ドローンを２機導⼊
○ ⽔稲以外にも⼤⾖の防除でも活⽤

導⼊メリット
○ 適期防除が可能に。その結果、毎年の病害⾍発⽣が少なくなり、

収量の向上と農薬費の削減を実現
（導⼊前収量450ｋｇ/10ａ → 導⼊後480ｋｇ/10ａ）
（散布農薬費約2割減＜粉剤→液剤＞）

○ 防除作業時間の短縮を実現
導⼊前0.5h/10a → 導⼊後0.2h/10a

○ドローン導⼊には講習も含めて180万円の費⽤がかかったが、4年
程度で導⼊費⽤を回収できる⾒込み

農業分野におけるドローン活⽤の事例

農薬散布⽤ドローン

⾶⾏中の様⼦

農薬散布

農薬散布⽤ドローンの導⼊による適期防除と作業時間の短縮
（農）みずほ（福井県 越前町）

導⼊経緯
○ JAに委託していた⽔稲の航空防除の費⽤負担が⼤きかった

取組概要
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○ 無⼈ヘリ防除との連携により地域として防除作業が効率的に実施
できるようになってきた

○ドローン単位⾯積当たりの防除作業時間は、無⼈ヘリが短いが、ド
ローンは⼩型軽量で取り回しがよく中⼭間地など不正形・狭⼩圃場
の多い地域ではドローン の優位性が⾼い

○今後の⽔稲防除⾯積増が⾒込まれる。また、他作物（ばれい
しょ）の防除（⾯積3ｈａ）も実施予定

農業分野におけるドローン活⽤の事例

ドローンによる農薬散布作業

農薬散布

ドローン導⼊による中⼭間地での⽔稲防除体制の強 化
ＪＡ⻑崎せいひ北部ドローン防除組合 ⻑崎⻄彼農協琴海⻘壮年部（⻑崎県 ⻄海市）

導⼊経緯
○無⼈ヘリ防除が実施されてきたが、県外の受託組織であること、中 ⼭

間地主体であることから適期防除や臨機防除がしにくい場合があり、
より効率的、 機動的に防除できる体制整備が必要だった

取組概要
○ 当該地域に２防除組織が組織されドローンを１台ずつ導⼊
○ 防除受託⾯積︓⽔稲１３ｈａ・ばれいしょ３ha（H29）

導⼊メリット
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⻑距離⾶⾏ドローン等を活⽤した病害⾍発⽣調査とピンポイント農薬散布
オプティム

○固定翼ドローンの活⽤により、市町村単位で効率
的に病害⾍発⽣情報を提供。

○⾃動操縦ドローンに⾼性能カメラと農薬散布装
置を搭載し、病害⾍の発⽣部分にピンポイントで
農薬散布

導⼊メリット

○通常、航空機が⾶⾏しない150m以下の⾼度で
⻑時間の⾶⾏が認められれば、市町村単位で病
害⾍の発⽣情報を農業者に効率的に提供できる。

○操縦者単独でのピンポイント農薬散布が可能とな
れば、省⼒で環境に優しい農薬散布が可能となる。

⻑距離⾶⾏が可能な
固定翼ドローン

① ⼤⾖畑全体撮影

② 画像解析で害⾍
位置を特定

③ 害⾍ポイントに
農薬を散布

ピンポイント農薬散布

* 市町村単位の
センシング

航続時間１時間以上、
100㎞以上⾶⾏

農業分野におけるドローン活⽤の事例 農薬散布

取組概要
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○ドローン散布機を導⼊して、⽔稲の⽣育期間中における葉⾯散
布に活⽤

○ 病害⾍や雑草の防除作業にもドローンを利⽤

導⼊メリット
○ 農薬散布作業の省⼒化、時間短

縮動⼒噴霧 約１．５時間／㏊ ド
ローン 約０．５時間／㏊

○ ⾷味の定量的判定は難しいが、ねばり、⾷感などが向上したと思われる
○病⾍害や雑草の防除作業でも葉⾯散布と同様に作業の省 ⼒ 化 、時

間短縮を実現

農業分野におけるドローン活⽤の事例

ドローン散布機

葉⾯散布実施の様⼦

肥料散布

ドローン散布機の導⼊による⽔稲管理作業の省 ⼒ 化
神内利治農場（北海道網⾛郡⼤空町⼥満別）

導⼊経緯
○良⾷味⽶（うるち）⽣産を⽬的に、ミネラル資材の葉⾯散布を

動⼒噴霧機で⾏っていたが、作業の省⼒化や 時間短縮を図った

取組概要
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農業分野におけるドローン活用の事例

農林⽔産省 「⾰新的技術開発・緊急展開事業」において開発

⿃獣害対策

⿃獣被害対策における⾚外線サーモカメラを⽤いた⽣息実態把握
スカイシーカー

取組概要
○⽇中にドローンの⾛⾏経路を設定し、⿃獣が活動する夜間に ⾚

外線サーモカメラを搭載したドローンで空撮を⾏い、動画を解析
○ 取得した動画から頭数を⾃動集計し、⽣息域をマッピング

導⼊経緯
○捕獲が進むと個体密度の低下、捕獲地域からの⽣息場所の移

動等により、捕獲しにくくなるといった問題が発⽣

４Kカメラの撮影画⾯
個体の把握が困難

導⼊メリット
○シカの⽣息場所、⾏動範囲をより正確に把握が可能
○シカのみならず、獣道まではっきりと可 視 化 できるため、捕獲効

率が⾼い場所への罠の設置が可能
⾚外線サーモカメラの撮影画⾯

個体と獣道が可 視 化
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